







話 題 提 供
「発達障害とは生活障害である」
田中 康雄氏（北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センター）





























































































































































































































































































































































































































































34 人間福祉研究 第１２号 ２００９
まざまざと分かっている。でも、私たちに、そんなこと、中学生のたかだか１４年くらいしか生
きていない私よりも、４０年も５０年も生きているあんたがどうなのよっていうことが、対等でな
いからこそ言えないということがあるんだろうなあと思う。最終的に、私は今日、村瀬先生と
飯田先生のお話を伺っていて、やっぱりどこかで、医者としての歩みや今までの生き方の中で、
生活という部分に両足がどうしても踏み込めないところがあるのだと思いました。そんなとき
に、私たちができること、私ができることということになると、やっぱり、この中学生たちの
明日が信じられないのかもしれない、未来が信じられないかもしれないということを知って、
「今、私ができることは何だろう」というようなことを、また考えていくことだと思います。
相手に小言をいう前に、襟を正せということを自分に返すしかないのだなあというようなこと
でした。
もう発達障害とは、まったく関係がなくなって来るのですが、でも、発達障害の問題という
のが、あるいは子どもの一部の追い詰められ方が浮上してきたということは、一つの象徴じゃ
ないかなと思い、声なき声がまだあり、こういうことに声も出さずに諦められたとしたならば、
大人は見限られたというふうに思うので、せめて見限られないようなことを今から考えて、今
までとこれからも考えていかなくてはならないのだろうと思います。
以上です。どうもありがとうございました。
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